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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、大学における研究の活性化に重要な推進支援機能に焦点を当て、研
究環境の向上に貢献する権限配分マネジメントと、その権限が生かされる組織アクセプタンス形成手段とはどの
ようなものかを明らかにすることである。
　　その解明のための分析基盤となる業務モデルについて、国内のみならず欧米諸国にも共通に通用する類型化
を行なった。次にそれを用いて、研究推進支援機能が、研究資源獲得にどう貢献しているか、つまり、研究推進
支援人材が、産学連携や外部研究資金の獲得、ひいては大学の研究力強化に与える効果を、実証的に明らかにし
た。定量的に有意な正の効果を示した初めてのものである。

研究成果の概要（英文）：This study focuses on the promotion of the functioning of research 
activities, which is directly related to the competence of research-intensive universities under 
severe international competition. The aim is to identify means of managing authorisations that 
contribute to improving the research environment and forming organisational acceptance structures to
 utilise these authorisations.
The contribution of the study is, firstly, to identify effective organisational models that have 
been applied internationally. Second, it has empirically identified how the research promotion and 
support function contributes to the acquisition of research resources.  It was found that the 
presence of research management personnel has a significant positive effect on both publicly 
competitive research and collaborative research with companies.  

研究分野： 高等教育学　科学技術政策　研究推進支援機能
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ーション　パフォーマンス分析

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
世界的な頭脳循環の中で、大学も国際的な競争環境下にある。この競争に生き残るために、優れた研究環境の提
供が不可欠である。本研究は、この研究環境のうち、特に専門人材によって提供される研究推進支援機能（リサ
ーチ・アドミニストレーション）というソフト面に注目した。
ソフト面の研究環境が重要との指摘は多い。しかし、その機能を担う人材はどのような組織マネジメントにより
効果が最大化されるのか、それらの人材の活動は実際に資源獲得に結びつくのかはこれまで明らかにされていな
かった。本課題では、その組織構造の類型化を行い、日本の大学のデータセットを用い、資源獲得に統計的に有
意に貢献することを実証した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 大学を中心とする高等教育は、教育研究機能への期待が高まる中、世界的に構造変動の

時代にあり、研究機能については研究成果創出のための競争激化が指摘されている。この競

争に生き残るためには、優れた研究者を獲得するだけでなく、その大学で研究活動を続ける

動機となる研究環境の提供が不可欠である。この優れた研究環境とは、具体的には、恵まれ

た研究資金や施設という研究活動に直結するハード面と、専門人材によって提供される研究

推進支援機能（リサーチ・アドミニストレーション）というソフト面で構成される。 

 従来の経済学的なアプローチで研究パフォーマンスを捉えれば、研究資金と施設というハー

ド面の資源を投入すれば、どの大学でも一定レベルまで研究成果が創出されるとされる。ただ

し、計量経済学的分析では、資金を投入しても直線的に研究成果が増えるわけではないこと

が確認されている（Bloch & Sorensen 2015）。特に、パフォーマンスに基づくハード面の資源

配分は、負の効果である非効率性が確認（Leinfer 2003）されている。これに対し、Hicks(2012)

は適切な運用や研究支援体制が担保されていること、つまりソフト面の研究環境が重要と指摘

した。同様の問題意識で、効率性が短期的に達成されていることが欧州の大学で実証的に確

認されており、少なくともイギリスについてはソフト面の影響が大きいとされている（Geuna & 

Piolatto 2016）。 

 研究成果の創出以外でもソフト面の重要性の指摘は多い。学際的な研究推進における大学

マネジメントの体系的手段の欠落（Repko 2008, Bok 2013）、技術移転組織の定着・活性化の

ための要因分析（Bagliere et.al 2018）でも、該当組織のマネジメントとリーダーシップ等のソフ

ト面の重要性が指摘されている。 

 そこで本研究は、的確な研究推進支援機能を提供する専門人材によって実現する優れたソ

フト面の研究環境に着目する。欧米の一部の優れた研究大学から想起される「優れた研究環

境とは、具体的にどのような機能が、どのような活動のマネジメントによって実現しているのか」

という実務的にも有効な問いを起点とする。 

 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、大学の研究推進支援機能に焦点を当て、組織構造、意思決定システム、マ

ネジメント層の役割を対象とし、優れた研究環境を実現するソフト面の要因を明らかにすること

にある。ソフト面の環境要因は把握しにくく、その調査方法は漠然としがちである。本研究はこ

れに対し、「大学の研究推進支援機能が研究環境向上に貢献するために、そのパフォーマン

スを決定する権限配分マネジメントと、その権限が生かされる組織アクセプタンス形成手段と

はどのようなものか」という具体的な問いを設定し、研究推進支援機能が有効に機能する要因

を明らかにする。 

 

 

３．研究の方法 

 本研究は具体的には以下３つのサブテーマから構成される。すなわち、各大学では具体的

にどの研究推進支援業務を、どのような権限分配や資源分配で行っているか（サブテーマ[A]:



業務モデルの類型化）、その業務モデルはどのような背景（組織構造、意思決定システム等）

で必要になっているか（サブテーマ[B]:業務モデルの最適条件の探求）、その業務モデルを

担う組織・人材は全学組織の中でどのように権限を獲得・維持しているか（サブテーマ[C]:業

務モデルのアクセプタンス形成プロセスの探求）である。これに対し具体的な研究手法は以下

となる。 

研究手法 1：国際的に比較可能なアンケート調査による、業務モデルの類型化（→[A]） 

研究手法 2：有識者・専門家を招聘したグループモデルビルディングによる、類型化の妥

当性の検証と背景要因の抽出（→[B]） 

研究手法 3：各類型の業務モデルを採用する大学の研究推進支援機能のマネジメント人

材に対するインタビュー調査による、優れたマネジメントの実現につながる

因子の同定（→[C]） 

 

 

４．研究成果 

本研究の目的である「大学の研究推進支援機能が研究環境向上に貢献するために、その

パフォーマンスを決定する権限配分マネジメントと、その権限が生かされる組織アクセプタンス

形成手段」の解明を進めるにあたり、その基盤となる業務モデルの類型化については、本研

究課題開始直後から取り組み、目標を達成した。具体的には、仮説としてもった国内における

研究資源獲得モデルを国際的なコミニティーにおいて共有し、国際アンケート調査における

業務分担の質問項目に組み込むことができた。これにより、本研究課題の中核となる、国内の

組織レベルの研究推進支援機能のパフォーマンス分析を、国際的な文脈で比較・考察するこ

とが可能となり、その後の研究の基盤を構築することができた。 

業務モデルの類型化のためのディスカッションを通じ、研究推進支援機能の国内外の相違

についても理解が進んだ。欧米の研究大学と国内の比較においてもっとも異なる部分として

は、博士課程・学位取得前後の若手研究者に対する支援業務である。国内では、主に公的競

争的資金獲得支援の中で若手研究者を対象とする支援、という整理をなされるが、特に欧州

では博士号取得組織と、直後のポスドクの時期を過ごす組織がほぼ異なることから、若手研究

者支援は重要な業務と位置付けられており、多くの組織においてそのための部署が設置され

ていた。 

これらの相違を把握することで、プレアワード業務については共通する部分が多いが、ポス

トアワードについては、その対象範囲が異なること、国によってトレンドがあるが最終的には組

織の経営方針に基づき対象活動範囲が決まることが理解された。さらに、これら一連のプロセ

スを通じ改めて、国際的に共通の活動、各国によって異なる活動、その背景となる研究推進

支援機能の政策的背景を共有することの重要性が、各国団体のトップレベルで再認識され

た。当初研究目標を超える波及的成果として、著書の企画・刊行がある。世界 20カ国の各国

リーダーがコアとなり、最終的に著者総数 128 名からなる世界の研究推進支援専門人材の歴

史・現在・必要とするスキル・各国事情・今後の展望を俯瞰する初めての総覧の発行につなが

った（2023年 11月刊行済。The Emerald Handbook of Research Management and 

Administration Around the World、研究代表者はアジアエリア 7 カ国の Editor を務めた） 

 

本研究課題の 2 つ目の成果は、研究推進支援機能が研究資源獲得に結びついている、と

いう問いに対し、各種統計調査に基づく実証分析を行い、資源獲得に有意な貢献をしている



ことを明らかにしたことである。「研究推進支援人材が、産学連携や外部研究資金の獲得、ひ

いては大学の研究力強化に与える効果はどの程度あるか、その効果は定量的に把握可能

か」というリサーチクエスチョンは、学術的な興味に加え、社会的・政策的にも重要で、日本より

歴史の長い欧米諸国の大学マネジメント層にとっても重要な課題である。背景には、限りある

大学の雇用財源を研究者に充てるか当該専門人材に充てるか、いずれが研究組織の強化に

繋がるか、という大きな問題につながるからである。 

この問いに対し、日本の国公私立大学ののべ12 年間にわたるデータを用いた実証分析を

行なった。具体的には、外部環境が整った2008年から2019年までの各種データをパネル化し

規模をコントロールした上で、専門人材の有無・人数が外部資源獲得に有意に貢献することを

明らかにすることができた。本成果は、実務コミュニティーの発足と関連政策が、十数年間とい

う比較的短期間に連動した日本の環境特性を最大限活かした分析でもあり、類似データセット

による分析は欧州・米国を含め他に例をみないものである。組織レベルでの専門人材の貢献

に対する実証分析は、政策効果の証明のみならず、関連実務家コミニティーのリアルな課題

に対する明快な解を与えるという意味でも大きなインパクトを与えることができた。 

 

本研究課題の3つ目の成果は、組織のパフォーマンス向上に影響をもつ要因の解明に対

するアプローチの確立と分析基盤の構築である。日本における研究推進支援機能の組織発

足の契機はいくつかの先行大学における組織整備が始まった2011年とされる。これを起点とし

十数年経過した現在、科学技術政策による大学の研究力強化、多様化が進められ、それを背

景に各大学組織における研究推進支援機能も大学経営戦略に基づき多様化が進んでいる。

また、当初組織の再編成も行われている。この背景を踏まえ、組織レベルのパフォーマンス向

上の要因については、現時点では、定性的アプローチによる事例研究が適切なアプローチで

ある、と結論づけた。同時に、組織のパフォーマンス要因に大きな影響を与える、個人レベル

のパフォーマンスについては、実務家に対するアンケート調査を通じ、各所属組織において

担当する業務範囲は、組織構造により異なり一定のパターン化ができること、一方組織改変も

すすむ中個人レベルのパフォーマンスはインプット・アウトプットの指標の設定自体が難しく、

現行は把握・多様化の進展が早いことが明らかになった。経営学的見地を踏まえると、パフォ

ーマンスに大きな影響を受けるインセンティブ設計・モチベーションを視野に入れたアプロー

チが、より有効な手法ということが明らかになった。 
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